




飼
か

いやすさ　★★★
黄
き

色
いろ

い星
ほし

が多
おお

いほど飼
か

いやすいよ！

見
み

つけたよ！

（口
くち

先
さき

から尾
お

の先
さき

まで）

磯
いそ

は、岩
いわ

がたくさんある岩
いわ

場
ば

に波
なみ

が打
う

ちよせ、

場
ば

所
しょ

によって、潮
しお

が満
み

ちると海
うみ

になったり、引
ひ

くと陸
りく

になったりします。

磯
いそ

のまわりにはさえぎるものがないので、日
ひ

の光
ひかり

が直
ちょく

接
せつ

照
て

りつけ、

温
おん

度
ど

変
へん

化
か

が大
おお

きいなど、とてもきびしい環
かん

境
きょう

です。

そんなところにも、たくさんの生
い

きものが

環
かん

境
きょう

にあわせてくらしています。

水
みず

底
ぞこ

に転
ころ

がる石
いし

をひっくり返
かえ

し

てみると、ヒトデやウニなどが

見
み

つかります。観
かん

察
さつ

したあとは、

ひっくり返
かえ

した石
いし

をもとにもど

しておいてください。

岩
いわ

のすき間
ま

もさがして

みましょう。イソギン

チャクが見
み

つかるかも。

水
すい

面
めん

にはクラゲが浮
う

い

ているかもしれません。

刺
さ

されないように気
き

を

つけましょう。

岩
いわ

のすき間
ま

波
なみ

がくる

岩
いわ

のかげ

岩
いわ

の表
ひょう

面
めん

に

くっついている

底
そこ

の岩
いわ

や

石
いし

の裏
うら

岩
いわ

のわれ目
め

浅
あさ

いところ

底
そこ

の岩
いわ

や石
いし

の裏
うら

底
そこ

にある

石
いし

の間
あいだ

や裏
うら

水
すい

面
めん

近
ちか

く

ミズクラゲ  ★ ★ ★
かさの直

ちょっ

径
けい

◦20cmぐらい

夏
なつ

によく見
み

られ、水
すい

族
ぞく

館
かん

でも飼
し

育
いく

されています。かさの中
なか

の４

つの胃
い

などが目
め

のように見
み

える

のでヨツメクラゲともよばれて

います。刺
さ

すことはありますが、

毒
どく

は強
つよ

くありません。

ホンヤドカリ 
 ★ ★ ★
大
おお

きさ◦１cmぐらい

触
しょっ

角
かく

はまだらもようで、はさみ

とあしの先
さき

が白
しろ

いのが特
とく

徴
ちょう

。い

つも引
ひ

っこす貝
かい

殻
がら

をさがしてい

ます。繁
はん

殖
しょく

期
き

には、オスがメス

を持
も

って歩
ある

くようすが、潮
しお

だま

りのあちこちで見
み

られます。

マナマコ  ★ ★ ★
大
おお

きさ◦20cmぐらい

ウニやヒトデと同
おな

じ棘
きょく

皮
ひ

動
どう

物
ぶつ

というなかま。体
からだ

の色
いろ

は赤
あか

、黒
くろ

、青
あお

など、すむ場
ば

所
しょ

によってちが

います。夏
なつ

はほとんど活
かつ

動
どう

せず、水
すい

温
おん

の下
さ

がる

冬
ふゆ

に活
かっ

発
ぱつ

に動
うご

きだし、海
かい

底
てい

のどろにふくまれる

プランクトンの死
し

がいなどの有
ゆう

機
き

物
ぶつ

を食
た

べます。

マダコ  ★ ★ ★
胴
どう

から腕
うで

先
さき

までの長
なが

さ◦50cmぐらい

場
ば

所
しょ

にあわせて体
からだ

の色
いろ

や形
かたち

を変
か

える、海
うみ

の忍
にん

者
じゃ

。「漏
ろう

斗
と

」

という管
くだ

から水
みず

を噴
ふん

射
しゃ

してすばやく泳
およ

ぎ、敵
てき

におどろくと、

すみをはいてにげます。吸
きゅう

盤
ばん

の力
ちから

が強
つよ

く、貝
かい

やカニなどを

つかまえて、口
くち

に運
はこ

んで食
た

べます。

イソスジエビ  ★ ★ ★
大
おお

きさ◦5cmぐらい

潮
しお

だまりで見
み

られるエビで、すき通
とお

っ

た体
からだ

に黒
くろ

のすじと、あしには黄
き

色
いろ

のし

まもようがあります。網
あみ

で追
お

うとにげ

ますが、水
すい

中
ちゅう

に手
て

を入
い

れてじっとして

いると、よってくることもあります。

イトマキヒトデ  ★ ★ ★
腕
うで

の長
なが

さ◦９cmぐらい

５本
ほん

の腕
うで

が星
ほし

のように見
み

えます。裏
うら

側
がわ

には

「管
かん

足
そく

」とよばれるあしがたくさんあり、先
さき

は吸
きゅう

盤
ばん

のようになっていて、岩
いわ

にはりつく

ことができます。まん中
なか

に口
くち

があり、腕
うで

の

先
さき

にはそれぞれ目
め

があります。

ウメボシイソギンチャク  ★ ★ ★
体
からだ

の直
ちょっ

径
けい

◦３cmぐらい

色
いろ

が真
ま

っ赤
か

で、潮
しお

が引
ひ

いてしぼんだときのすがたが梅
うめ

干
ぼし

そっく

りなので、この名
な

がつきました。岩
いわ

の間
あいだ

にくっつくように集
あつ

まっています。親
おや

は、体
からだ

の中
なか

で幼
よう

生
せい

を育
そだ

てて、ある程
てい

度
ど

大
おお

きく

なったら口
くち

からはき出
だ

すという変
か

わった生
せい

態
たい

をもっています。

見
み

つけた！

ヒ デトエ ビ タ コ

イ ソ ギ ン チ ャ ク のなかま

潮
し お

だまりで

岩
いわ

や海
かい

藻
そう

の

まわり

岩
いわ

場
ば

バフンウニ

マダコ

マナマコ

ミドリイソギンチャク

イトマキヒトデ

イソスジエビ

ホンヤドカリ

アンドンクラゲ

ヒザラガイ

ウメボシイソギンチャク

体
からだ

の大
おお

きさ
潮
しお

だまり
潮
しお

が引
ひ

いたあとに、岩
いわ

などのく
ぼみに海

かい

水
すい

が残
のこ

った場
ば

所
しょ

のこと
で「タイドプール」ともよばれ
ます。大

おお

きさはいろいろですが、
水
すい

面
めん

も静
しず

かなので、たくさんの
生
い

きものを観
かん

察
さつ

したり、つかま
えたりしやすい場

ば

所
しょ

です。
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●つかまえた生
い

きもの：アカテガニ　●見
み

つけられる場
ば

所
しょ

：海
かい

岸
がん

に近
ちか

い山
さん

林
りん

●見
み

つけられる季
き

節
せつ

：夏
なつ

から秋
あき

　●つかまえかた：後
うし

ろから甲
こう

羅
ら

をはさむ

アカテガニ 
つかまえた！

アシハラガニ

よーく
見
み

てみよう!ベンケイガニ フタバカクガニ

どうやって飼
か

うの？
ふだんは陸

りく

で生
せい

活
かつ

するアカテガニですが、少
すこ

し水
みず

がある湿
しめ

った場
ば

所
しょ

が大
だい

好
す

きです。また、脱
だっ

皮
ぴ

は

水
すい

中
ちゅう

でするので、全
ぜん

身
しん

がつかる水
みず

場
ば

も必
ひつ

要
よう

です。ふだんは林
はやし

の土
つち

にほった穴
あな

や、家
いえ

や神
じん

社
じゃ

の石
いし

垣
がき

にかくれていることが多
おお

いので、かくれ場
ば

所
しょ

をつくってやることもだいじです。

つかまえたら
どうする?

その２

用
よう

意
い

するもの

・プラケース

・水
みず

を入
い

れる容
よう

器
き

・砂
すな

（サンゴ砂
すな

、大
おお

磯
いそ

砂
すな

など）

えさ

落
お

ち葉
ば

やミミズなど、何
なん

でも食
た

べます。ペット

ショップで売
う

られているザリガニやヤドカリの

えさのほか、にんじんやリンゴなども食
た

べます。

アカテガニとベンケイガニは、とても

似
に

ています。アカテガニは甲
こう

羅
ら

がすべ

すべで、甲
こう

羅
ら

のふちに切
き

れこみはあり

ませんが、ベンケイガニは甲
こう

羅
ら

がでこ

ぼこで、切
き

れこみがあります。

海
かい

岸
がん

近
ちか

くの山
やま

はだに、いくつも空
あ

いた穴
あな

があったら、それはアカテガニの巣
す

穴
あな

か

も。観
かん

察
さつ

場
ば

所
しょ

を決
き

めて、動
うご

かずにじっと

待
ま

ってみよう。穴
あな

から、あしや顔
かお

をのぞ

かすようすが見
み

られるかもしれない。

汽
き

水
すい

域
いき

の水
みず

辺
べ

の、石
いし

の下
した

や石
いし

垣
がき

のすき間
ま

にかく

れている。

河
か

口
こう

近
ちか

くのヨシ原
はら

にくらす。干
かん

潮
ちょう

の間
あいだ

は干
ひ

潟
がた

で

も見
み

られる。

指
ゆび

をはさま

れないよう

に気
き

をつけ

よう。

アカテガニより、少
すこ

し海
うみ

に近
ちか

い陸
りく

地
ち

にくらして

いる。

脱
だっ

走
そう

しないように、ふたがしまる

ケースで飼
か

うこと。とも食
ぐ

いする

ことがあるので、1ぴきのほうが飼
か

いやすい。数
すう

ひきで飼
か

う場
ば

合
あい

は、

脱
だっ

皮
ぴ

したら別
べつ

のケースに移
うつ

す。

◦かくれる場
ば

所
しょ

ブロックや石
いし

、パイプなどで

かくれられる場
ば

所
しょ

をつくる。

◦砂
すな

１か月
げつ

に１回
かい

くらい

あらう。

短
みじか

い時
じ

間
かん

なら、水
みず

は入
い

れなくてもだいじょうぶ。

甲
こう

羅
ら

のふちに

切
き

れこみがない

アカテガニ

甲
こう

羅
ら

がでこぼこしていない 甲
こう

羅
ら

が

でこぼこ

ベンケイガニ

切
き

れこみが１つある

いたいた、アカテガニ。
大
おお

潮
しお

の夜
よる

に、こどもを
海
うみ

に放
はな

すんだ。

ふだんはこっち、
海
うみ

の近
ちか

くの山
やま

の中
なか

。
ほら、巣

す

穴
あな

！

昼
ひる

夜
よる

使
つか

っている
巣
す

穴
あな

は、少
すこ

し
ぴかぴかして見

み

える。

卵
たまご

、たいせつにね。
それから、車

くるま

には
気
き

をつけるんだぞ。

後
うし

ろから
甲
こう

羅
ら

をはさんで……

森
もり

や河
か わ ら

原で
くらすカニ

どうやって家
い え

につれて帰
か え

るの？
乾
かん

燥
そう

にも比
ひ

較
かく

的
てき

強
つよ

いので、短
たん

時
じ

間
かん

なら、そのままプラ

ケースに入
い

れて持
も

ちかえることができます。オスかメ

スかは、体
からだ

やつめ
4 4

の大
おお

きさや、腹
はら

を見
み

るとわかります。

卵
たまご

をもったメスは、まもなく幼
よう

生
せい

を海
うみ

に放
はな

つので、持
も

ちかえらないようにしましょう。

つかまえたら
どうする?

その１

◦水
みず

場
ば

脱
だっ

皮
ぴ

のときなどには水
みず

の中
なか

に入
はい

る

ので、全
ぜん

身
しん

がつかる水
みず

場
ば

を用
よう

意
い

す

る。水
みず

は、くみ置
お

きした淡
たん

水
すい

で、

１週
しゅう

間
かん

に１、２度
ど

入
い

れかえる。

飼
か

いきれなくなったらどうするの？
メスが卵

たまご

をもったら、幼
よう

生
せい

を海
うみ

に放
はな

せるように、つか

まえた場
ば

所
しょ

ににがしましょう。放
はな

す場
ば

所
しょ

は、巣
す

穴
あな

やか

くれる場
ば

所
しょ

がある山
やま

側
がわ

です。海
うみ

の近
ちか

くに放
はな

すと、山
やま

側
がわ

の巣
す

穴
あな

に帰
かえ

ろうとして、とちゅうの道
どう

路
ろ

でひかれるこ

ともあります。メスは潮
しお

の満
み

ち干
ひ

にあわせて、幼
よう

生
せい

を

放
はな

すのによい日
ひ

と時
じ

間
かん

をえらんで、海
うみ

へ向
む

かいます。

つかまえたら
どうする?

その３
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●つかまえた生
い

きもの：ホンヤドカリ　●見
み

つけられる場
ば

所
しょ

：磯
いそ

の岩
いわ

場
ば

●見
み

つけられる季
き

節
せつ

：１年
ねん

じゅう　●つかまえかた：手
て

でかんたんにつかまる

ホンヤドカリ
つかまえた！

よーく
見
み

てみよう!

引
ひ

っこしが大
だい

好
す

きなヤドカリ。

新
あたら

しい貝
かい

殻
がら

を入
い

れるとよって

きて、はさみで貝
かい

殻
がら

の口
くち

の大
おお

きさをはかります。中
なか

の砂
すな

な

ども、貝
かい

殻
がら

をくるくる回
まわ

して

器
き

用
よう

にそうじします。水
すい

そう

に、いろいろな大
おお

きさの貝
かい

殻
がら

を入
い

れてみましょう。用
よう

意
い

するもの

・プラケース

・フィルターと

　エアーポンプ

・人
じん

工
こう

海
かい

水
すい

の素
もと

・比
ひ

重
じゅう

計
けい

　・砂
すな

・石
いし

や貝
かい

殻
がら

どうやって水
すい

そうをつくるの？
❶ 水

すい

そうは、ガラス水
すい

そうでもプラケースでもかまいません。飼
か

いたい生
い

き

ものの数
かず

や大
おお

きさを考
かんが

えて、水
すい

そうの大
おお

きさを決
き

めます。

❷ 水
すい

そうをあらって、決
き

めた場
ば

所
しょ

に設
せっ

置
ち

したら、流
りゅう

水
すい

であらったサンゴ砂
すな

な

どを底
そこ

から２～３㎝ほどの厚
あつ

さにしきましょう。

❸ 近
ちか

くに海
うみ

がある場
ば

合
あい

には、その海
かい

水
すい

を

入
い

れてもいいですが、近
ちか

くに海
うみ

がない場
ば

合
あい

には市
し

販
はん

の人
じん

工
こう

海
かい

水
すい

を使
つか

います。説
せつ

明
めい

書
しょ

を

よく読
よ

み、水
すい

道
どう

水
すい

（塩
えん

素
そ

をぬく必
ひつ

要
よう

があれ

ば、中
ちゅう

和
わ

剤
ざい

を入
い

れる）をバケツに準
じゅん

備
び

して、

人
じん

工
こう

海
かい

水
すい

の素
もと

を入
い

れ、よくかきまぜます。

❹ 水
すい

そうに海
かい

水
すい

を入
い

れおえたら、海
かい

水
すい

を

きれいにたもつためのフィルターなどの器
き

具
ぐ

の置
お

き場
ば

所
しょ

を決
き

め、かくれ場
ば

所
しょ

になるよ

うな岩
いわ

などを入
い

れて配
はい

置
ち

します。器
き

具
ぐ

をコ

ンセントにつなぎ、動
うご

かしましょう。

水
みず

かえはどうしたらいいの？
２～３週

しゅう

間
かん

に１回
かい

ほどを目
め

安
やす

に、３分
ぶん

の１から半
はん

分
ぶん

ぐらい水
みず

か

えをします。海
かい

水
すい

は少
すこ

しずつ蒸
じょう

発
はつ

して塩
えん

分
ぶん

濃
のう

度
ど

が濃
こ

くなるので、

ふだんは蒸
じょう

発
はつ

した分
ぶん

の真
ま

水
みず

（塩
えん

素
そ

をぬいた水
みず

）を足
た

すようにし

ます。水
すい

そうに、最
さい

初
しょ

に海
かい

水
すい

を入
い

れた高
たか

さに印
しるし

をつけておくと

いいでしょう。

水
すい

そうのそうじはどうするの？
水
すい

そう自
じ

体
たい

もよごれますが、とくに底
そこ

にしいた砂
すな

に菌
きん

などが繁
はん

殖
しょく

しやすいので、２週
しゅう

間
かん

から１か月
げつ

に１回
かい

ぐらいのペースでそ

うじします。水
すい

そうそうじ用
よう

のポンプを使
つか

うと、底
そこ

砂
ずな

は吸
す

いこ

まずに、水
みず

といっしょによごれだけを吸
す

いとることができます。

ガラス水
すい

そうのガラス面
めん

についたコケなどは、スポンジなどで、

こすって落
お

としましょう。水
すい

そうがきれいになったら、へった

分
ぶん

の海
かい

水
すい

をつくって足
た

します。

ヤドカリの
引
ひ

っこしを見
み

てみよう。
いろいろな大

おお

きさの
貝
かい

殻
がら

を用
よう

意
い

して……

ビニールテープで
ひもをつけた
貝
かい

をしずめて
しばらく待

ま

つ。

新
あたら

しい
家
いえ

だぞ〜。
お、大

おお

きさを
調
しら

べてる。

よし！
引
ひ

っこしたところを
つりあげて……

底
そこ

砂
すな

を入
い

れてから場
ば

所
しょ

をかえるのは重
おも

くてたいへんなので、置
お

く場
ば

所
しょ

を決
き

め

てから、底
そこ

砂
すな

を入
い

れる。

ポンプ内
ない

の空
くう

気
き

をぬくと、自
し

然
ぜん

に水
みず

を吸
す

いあげるようになるので、ポンプの

先
さき

を砂
すな

の中
なか

に差
さ

しこむようにして、よごれを吸
す

いとる。かたい板
いた

などを置
お

いて、砂
すな

がまい上
あ

がらない

ように海
かい

水
すい

を注
そそ

ぐ。

水
みず

草
くさ

や岩
いわ

などは、生
い

きものが好
す

きな環
かん

境
きょう

を考
かんが

えながらえらぼう。

比
ひ

重
じゅう

は、水
みず

かえのあとにも調
しら

べよう。

比
ひ

重
じゅう

計
けい

の使
つか

いかた
水
すい

そうの海
かい

水
すい

は、水
みず

１リットル当
あ

たり35gほどの人
じん

工
こう

海
かい

水
すい

の

素
もと

を入
い

れてつくります。水
みず

の重
おも

さを１としたときの海
かい

水
すい

の重
おも

さをはかる「比
ひ

重
じゅう

計
けい

」で、ちゃんと海
かい

水
すい

がつくれたかを調
しら

べ

ます。比
ひ

重
じゅう

計
けい

の説
せつ

明
めい

書
しょ

にある水
すい

温
おん

にした水
すい

そうの海
かい

水
すい

を比
ひ

重
じゅう

計
けい

に入
い

れ、水
すい

平
へい

な場
ば

所
しょ

に置
お

いて目
め

盛
も

りを確
かく

認
にん

します。一
いっ

般
ぱん

的
てき

な海
かい

水
すい

の比
ひ

重
じゅう

は1.020 ～ 1.023ほどです。

★持
も

ちかえりかた

バケツなどに、数
すう

ひきと海
かい

水
すい

を

いっしょに入
い

れて、エアーポン

プをかける。

いろいろなヤドカリ

磯
いそ

では、はさみとあしの

毛
け

が長
なが

いケアシホンヤド

カリや、両
りょう

方
ほう

のはさみの

大
おお

きさが同
おな

じイソヨコバ

サミなども見
み

つかるよ。

石
いし

などでかくれる場
ば

所
しょ

をつ

くってやれば、数
すう

ひきいっ

しょに飼
か

うことができるよ。 ◦フィルター

水
す い

そうの準
じゅん

備
び

どうしたらいいの？

水
みず

がきれいだと
気
き

持
も

ちがいいよ！

◦人
じん

工
こう

海
かい

水
すい

よごれがめだって

きたら水
みず

かえ（→17

ページ）をする。
ケアシホンヤドカリの引

ひ

っこし。

ケアシホンヤドカリ イソヨコバサミ

つかまえたら
どうする?

どうやって飼
か

うの？
磯
いそ

でよく見
み

かける小
ちい

さなヤドカリは、

じょうぶな生
い

きものです。えさのや

りすぎに注
ちゅう

意
い

すれば、長
なが

く飼
か

うこと

ができます。

えさ

２〜３日
にち

に一
いち

度
ど

あたえま

す。魚
さかな

やイカ、貝
かい

、エビ

などの魚
ぎょ

貝
かい

類
るい

、ワカメや

アオサなどの海
かい

藻
そう

類
るい

、

ペットショップで売
う

られ

ているザリガニ用
よう

のえさ

なども食
た

べます。
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用
よう

意
い

するもの

・プラケース

・フィルターとエアーポンプ

・人
じん

工
こう

海
かい

水
すい

の素
もと

　

・比
ひ

重
じゅう

計
けい

　・ヒーター

・砂
すな

（サンゴ砂
すな

）

えさ

貝
かい

やイカの切
き

り身
み

を２

～３日
にち

に一
いち

度
ど

くらいの

割
わり

合
あい

であたえましょう。

えさ

イサザアミを生
い

きたまま、あたえ

ます。イサザアミは汽
き

水
すい

域
いき

にくら

す、エビに似
に

た甲
こう

殻
かく

類
るい

です。ペッ

トショップなどで「生
い

き餌
え

」とし

て売
う

られていますが、自
じ

分
ぶん

でつか

まえてくることもできます。

用
よう

意
い

するもの

・ガラス水
すい

そう

・フィルターとエアーポンプ

・人
じん

工
こう

海
かい

水
すい

の素
もと

　・砂
すな

・比
ひ

重
じゅう

計
けい

　・水
すい

温
おん

計
けい

・ライブロック

・クーラーとヒーター

用
よう

意
い

するもの

・ガラス水
すい

そう

・フィルターとエアーポンプ

・人
じん

工
こう

海
かい

水
すい

の素
もと

　

・砂
すな

・比
ひ

重
じゅう

計
けい

　・水
すい

温
おん

計
けい

・ライブロック

・ヒーター

・えさ（熱
ねっ

帯
たい

魚
ぎょ

のえさ）

どうやって飼
か

うの？
海
かい

水
すい

の温
おん

度
ど

を25 〜 28度
ど

の間
あいだ

で一
いっ

定
てい

にします。また、

フィルターはかならずつけてください。砂
すな

にもぐる性
せい

質
しつ

があるので、底
そこ

には目
め

の細
こま

かいサンゴ砂
すな

をしきます。

どうやって飼
か

うの？
タツノオトシゴは尾

お

びれがなく、

しっぽをものに巻
ま

きつけて休
やす

む

ので、海
かい

草
そう

などを入
い

れておちつ

かせましょう。ふわふわと浮
う

く

ように、ゆっくり泳
およ

ぐので、つ

かれさせないように水
すい

流
りゅう

はでき

るだけ弱
よわ

くします。

どうやって飼
か

うの？
ほかの魚

さかな

といっしょに飼
か

う場
ば

合
あい

は、かく

れる場
ば

所
しょ

をたくさんつくります。死
し

んだ

サンゴなどの骨
こっ

格
かく

に小
ちい

さな生
い

きものなど

がすみついた「ライブロック」を入
い

れる

と、そこにいるバクテリアなどが海
かい

水
すい

を

きれいにたもつのに役
やく

立
だ

ちます。

底
そこ

には、サンゴ砂
すな

を３〜

４cmの深
ふか

さでしく。

◦フィルター

◦水
すい

温
おん

計
けい

◦フィルター

モーターで動
うご

くタイプのものを主
しゅ

体
たい

に、魚
さかな

がふえたら、投
な

げこみ式
しき

フィルターなども設
せっ

置
ち

するといい。
◦投

な

げこみ式
しき

フィルター

◦フィルター

◦海
かい

草
そう

アマモなどの海
かい

草
そう

でも、ペッ

トショップなどで売
う

られて

いる人
じん

工
こう

水
みず

草
くさ

でもいい。

ほかの魚
さかな

といっしょにしない

ほうがいいけれど、同
おな

じなか

まのヨウジウオなら、いっしょ

に飼
か

ってもだいじょうぶ。

◦人
じん

工
こう

海
かい

水
すい

よごれがめだってきたら水
みず

かえ

（→17ページ）をする。

◦水
すい

温
おん

25 〜 28度
ど

にたもつ

ため、ヒーター（→41

ページ）を入
い

れよう。

◦人
じん

工
こう

海
かい

水
すい

よごれがめだってきたら水
みず

かえ（→17ページ）をする。

◦人
じん

工
こう

海
かい

水
すい

よごれがめだってきたら水
みず

かえ

（→17ページ）をする。

◦水
すい

温
おん

26度
ど

以
い

下
か

にたもつこと。

夏
なつ

は水
すい

そう用
よう

のクーラー

をつけ、冬
ふゆ

はヒーターを

入
い

れる。

◦ヒーター

水
すい

温
おん

は26度
ど

くらいにたもつ必
ひつ

要
よう

が

あるので、ヒーターを入
い

れる。

ペットショップで買
か

った

カブトガニ・タツノオトシゴ・
クマノミの飼

か

いかた
ペットショップでカブトガニを買

か

うときはどうするの？
日
に

本
ほん

産
さん

のカブトガニは、天
てん

然
ねん

記
き

念
ねん

物
ぶつ

に指
し

定
てい

されているので飼
か

うことはできません。外
がい

国
こく

産
さん

のカブトガニは、アクアリウム専
せん

門
もん

店
てん

やインターネットの通
つう

販
はん

で購
こう

入
にゅう

することができます。

大
おお

きく成
せい

長
ちょう

するので、飼
か

うのは１〜２ひきぐらいにしましょう。

ペットショップでタツノオトシゴを買
か

うときはどうするの？
タツノオトシゴも、アクアリウム専

せん

門
もん

店
てん

やインターネットで購
こう

入
にゅう

できます。えさの「生
い

き

餌
え

」もいっしょに購
こう

入
にゅう

できるお店
みせ

をさがしましょう。手
て

に入
はい

りにくい生
い

き餌
え

でなく、冷
れい

凍
とう

のえさで飼
し

育
いく

しているお店
みせ

もあるので、お店
みせ

の人
ひと

に聞
き

いてみてください。

よーく
見
み

てみよう!

カブトガニは脱
だっ

皮
ぴ

をして大
おお

きくなり

ます。1回
かい

の脱
だっ

皮
ぴ

で約
やく

1.3倍
ばい

の大
おお

きさ

になり、幼
よう

生
せい

からおとなになるまで

15回
かい

以
い

上
じょう

、脱
だっ

皮
ぴ

をくり返
かえ

します。

脱
だっ

皮
ぴ

殻
がら

をならべてみると、どんどん大
おお

きくなって

いることがわかるね。

カクレクマノミなどの海
かい

水
すい

魚
ぎょ

を買
か

うときはどうするの？
ペットショップやホームセンターなど、海

かい

水
すい

魚
ぎょ

をあつかっているお店
みせ

ならどこでも

購
こう

入
にゅう

できます。魚
さかな

には相
あい

性
しょう

もあるので、ほかの魚
さかな

といっしょに飼
か

えるか、水
すい

そうの

大
おお

きさにあわせて何
なん

びきまで入
い

れられるかなど、お店
みせ

の人
ひと

に相
そう

談
だん

しましょう。
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危
き

険
けん

度
ど

　海
うみ

で「あぶない生
い

きもの」といえば、サ

メやウミヘビを想
そう

像
ぞう

しますが、身
み

近
ぢか

な磯
いそ

や浜
はま

辺
べ

にも、たくさんのあぶない生
い

きも

のたちがいます。見
み

た目
め

がはでで美
うつく

しい

ものも多
おお

いのですが、見
み

つけてもむやみ

に手
て

を出
だ

さないようにして、少
すこ

しはなれ

て観
かん

察
さつ

しましょう。ただし、その生
い

きも

のの習
しゅう

性
せい

や危
き

険
けん

度
ど

がわかっていて、小
ちい

さ

いものなら、気
き

をつければ飼
か

うことので

きる種
しゅ

類
るい

もいます。

ゴンズイ  
大
おお

きさ◦20cmぐらい

夜
や

行
こう

性
せい

で、夜
よる

に釣
つ

りをするとよくかかります。ナマ

ズのようにひげがあって、背
せ

びれと胸
むな

びれのとげに

強
つよ

い毒
どく

をもっています。幼
よう

魚
ぎょ

は潮
しお

だまりで、写
しゃ

真
しん

の

ように群
む

れて泳
およ

ぐので、そのすがた

は「ゴンズイ玉
だま

」とよばれます。

オニヒトデ  
中
ちゅう

心
しん

からうでの先
さき

までの長
なが

さ◦15cmぐらい

30cm以
い

上
じょう

になることもある大
おお

型
がた

のヒトデで、３cmほどの長
なが

い

とげにおおわれたすがたは、まさに鬼
おに

のようです。とげには毒
どく

があり、刺
さ

されるとはげしく痛
いた

み、ひどくはれます。サンゴ礁
しょう

にすんでいて、サンゴを好
この

んで食
た

べる

ため、ふえすぎるとサンゴが食
た

べ

つくされてしまいます。

ウツボ  
大
おお

きさ◦50cmぐらい

口
くち

は大
おお

きく、するどい歯
は

と強
つよ

いあごをもってい

ます。夜
や

行
こう

性
せい

で夜
よる

になると泳
およ

ぎまわり、するど

い嗅
きゅう

覚
かく

で魚
さかな

やエビ、カニなどをさがして食
た

べま

す。とくにタコが大
だい

好
こう

物
ぶつ

です。

ハオコゼ  
大
おお

きさ◦10cmぐらい

アマモなどの生
は

える藻
も

場
ば

にくらし、あまり泳
およ

ぎまわらず、

海
かい

底
てい

にじっとしています。小
ちい

さい魚
さかな

ですが、背
せ

びれに毒
どく

が

あって、刺
さ

されると１日
にち

じゅう痛
いた

くてしびれます。

ミノカサゴ  
大
おお

きさ◦30cmぐらい

優
ゆう

雅
が

で美
うつく

しいので、よく水
すい

族
ぞく

館
かん

で飼
し

育
いく

されていま

す。背
せ

びれと腹
はら

びれ、しりびれに強
つよ

い毒
どく

があって

危
き

険
けん

です。写
しゃ

真
しん

のように胸
むな

びれを広
ひろ

げて小
こ

魚
ざかな

を岩
いわ

場
ば

などに追
お

いこみ、一
いっ

瞬
しゅん

で吸
す

いこんで食
た

べます。

カツオノエボシ

浮
う

きぶくろの大
おお

きさ◦10cmぐらい

浮
う

きぶくろの下
した

にのびる触
しょく

手
しゅ

は、

10m以
い

上
じょう

になることもあります。

非
ひ

常
じょう

に強
つよ

い毒
どく

をもっているので、

「電
でん

気
き

クラゲ」とよばれます。海
かい

面
めん

をただよっていて、風
かぜ

を受
う

けて日
に

本
ほん

各
かく

地
ち

の海
かい

岸
がん

に打
う

ちあげられます。

死
し

んでいても、さわるのは危
き

険
けん

です。

ガンガゼ     殻
から

の直
ちょっ

径
けい

◦７cmぐらい

殻
から

の大
おお

きさにくらべて、とげがとても長
なが

いウニです。毒
どく

のあるするどいとげは、刺
さ

さりやす

くて危
き

険
けん

です。上
うえ

側
がわ

にあるオレンジ色
いろ

の丸
まる

い目
め

のようなものは肛
こう

門
もん

です。

あぶない　生
い

きもの
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